
高専におけるマシニングセンター技術者育成現場の取り組みと展望

マシニングセンター特集

　
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
設
備
で
あ
る
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ

Ｃ

。
高
等
専
門
学
校
の
機
械
系
学
科
の
卒
業
生
は
そ
の
実
践
的
な
技
能
を
身
に

つ
け
た
人
材
と
し
て
企
業
か
ら
期
待
は
大
き
い
。
東
京
工
業
高
等
専
門
学
校
の
機

械
工
学
科
で
は
モ
ノ
づ
く
り
企
業
に
即
戦
力
の
人
材
を
多
数
輩
出
し
、
２
０
１
４

年
度
の
有
効
求
人
倍
率
は

倍
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
。
木
村
南
教
授
に
現
在
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
め
方
や
、
実
習
で
多
く
の
工
作
機
械
を
使
う
立
場
か
ら
工
作

機
械
へ
の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

モ
ノ
づ
く
り
人
材
育
成
Ｍ
Ｃ
の
位
置
づ
け
｜

東
京
工
業
高
等
専
門
学
校
機
械
工
学
科
教
授
工
学
博
士
木
村
　
南

複合加工機への関心をみせる学生たち

今
後
の
課
題

ま
ず
実
習
体
験
現
場
の
レ
ポ
ー
ト
作
成

多様な工作機械がずらりと並ぶ
ものづくり教育センター

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
導
入
も

７
月

日
に
行
わ
れ
た
最
新

の
工
作
機
械
に
関
す
る
調
査

学
習
。
４
年
生
が
技
術
職
員

か
ら
加
工
の
コ
ツ
な
ど
を
聞

い
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る

も
の
づ
く
り
教
育
セ
ン
タ

ー

　
本
校
の
も
の
づ
く
り
教
育

セ
ン
タ
ー
に
は
多
く
の
機
械

設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

３
軸
Ｍ
Ｃ
３
台
、
５
軸
Ｍ
Ｃ

１
台
を
は
じ
め
、
ワ
イ
ヤ
カ

ッ
ト
放
電
加
工
機
２
台
、
炭

酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
１
台
、
数

値
制
御

Ｎ
Ｃ

フ
ラ
イ
ス

２
台
、
卓
上
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス

２
台
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
２

台
、
平
面
・
円
筒
研
削
盤
各

１
台
、
汎
用
旋
盤

台
、
直

立
ボ
ー
ル
盤
１
台
、
小
型
ボ

ー
ル
盤

台
、

サ
ー
ボ

プ
レ
ス
１
台
、
シ
ャ
ー
リ
ン

グ
マ
シ
ン
１
台
、
ア
ー
ク
溶

接
機
６
台
、
ガ
ス
溶
接
機
２

台
、
Ｍ
Ｉ
Ｇ
溶
接
機
１
台
、

鋳
造
設
備
１
式
、
３
次
元
測

定
機
、
表
面
粗
さ
計
、
定
盤

２
台
、
高
速
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

８
０
０
０
ｆ
ｐ
ｓ

な
ど

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
工
作
機

械
、
測
定
機
を
使
い
モ
ノ
づ

く
り
人
材
育
成
を
行
っ
て
い

る
。

　
本
校
で
は
ま
ず
１
年
生
に

対
し
て
入
学
時
に
学
科
配
属

を
決
め
な
い
。
５
ク
ラ
ス
の

学
生
全
員
が
毎
週
金
曜
日
に

「
も
の
づ
く
り
基
礎
工
学
」

と
い
う
科
目
を
履
修
し
て
、

２
年
次
進
級
時
に
学
科
配
属

が
正
式
に
決
定
さ
れ
る
。

　
配
属
が
決
ま
る
と
各
学
科

そ
れ
ぞ
れ
の
基
礎
実
験
や
実

習
を
ク
ラ
ス
別
に
学
ぶ
。
作

業
服
・
安
全
靴
着
用
で
機
械

工
学
の
基
礎
実
習
と
し
て
旋

盤
、
フ
ラ
イ
ス
盤
、
鋳
造
、

３
次
元

３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
を

体
験
す
る
。
機
械
工
学
科
に

進
級
し
た
学
生
は
全
員
が
機

械
製
作
実
習
や
モ
ノ
づ
く
り

が
大
好
き
で
あ
る
。
最
近
、

実
習
を
嫌
が
る
と
い
う
話
を

耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

油
の
に
お
い
や
実
習
が
嫌
い

だ
と
い
う
学
生
は
本
校
で
は

皆
無
で
あ
る
。

　
機
械
工
学
科
の
２
年
生
は

汎
用
旋
盤
、
フ
ラ
イ
ス
盤
、

ボ
ー
ル
盤
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
合
計

時
間
、
３
年
生
は
Ｎ
Ｃ
旋

盤
、
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス
、
Ｍ

Ｃ
、
ワ
イ
ヤ
カ
ッ
ト
、
研
削

盤
、
溶
接
を

時
間
か
け
て

操
作
を
学
ぶ
。
さ
ら
に
４
、

５
人
の
学
生
だ
け
で
市
販
バ

イ
ク
の
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

み
で
１
台
の
バ
イ
ク
を
完
全

に
分
解
し
、
組
み
立
て
を
行

う
実
習
を

時
間
行
い
、
協

調
性
を
養
う
教
育
と
し
て
企

業
で
の
評
価
が
高
い
。

　
ま
た
３
年
生
後
期
で
は
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
習
と
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
の
企
画
、
部
品
製

作
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
プ
レ
ゼ

ン
を

時
間
で
行
い
独
創
性

を
養
う
。
ロ
ボ
ッ
ト
部
品
は

Ｍ
Ｃ
で
作
製
し
、
最
後
に
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
を
溶
解
し

て
次
の
実
習
材
料
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
。

　
機
械
工
学
科
と
し
て
は
ま

ず
機
械
を
扱
っ
て
作
業
を
体

験
的
に
学
び
、
鋼
と
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
の
違
い
を
汎
用
機
で

体
験
し
て
か
ら
Ｎ
Ｃ
加
工
機

を
扱
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
こ
れ
は
自
転
車
の
運
転

や
泳
ぎ
方
を
覚
え
る
に
は
ま

ず
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
の
と
同
じ
で
、
機
械
工

作
も
ま
ず
や
っ
て
み
る
こ
と

が
大
事
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
５
年
生
で
は
Ｍ
Ｃ

な
ど
を
使
っ
て
自
分
で
卒
業

研
究
に
使
う
装
置
の
製
造
や

難
加
工
材
の
炭
素
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ

試
験
片
を
加
工
す
る
学

生
も
い
る
。
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
解
析

Ｃ
Ａ
Ｅ

に
つ
い
て
５
年

生
は
完
全
に
使
い
こ
な
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
３
Ｄ

設
計
し
た
も
の
は
Ｇ
コ
ー
ド

を
使
わ
ず
に
５
軸
Ｍ
Ｃ
で
の

加
工
が
非
常
に
容
易
な
の
で

大
変
役
に
立
っ
て
い
る
。

　
４
年
生
の
機
械
工
作
法
の

授
業
で
除
去
加
工
技
術
に
つ

い
て
学
ん
で
い
る
が
、
５
軸

Ｍ
Ｃ
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
な

ど
に
つ
い
て
は
本
科
の
実
習

で
は
学
ん
で
い
な
い
。
こ
の

た
め
技
術
職
員
が
直
接
、
操

作
方
法
や
加
工
に
お
け
る
課

題
な
ど
を
与
え
、
そ
れ
を
調

査
す
る
内
容
も
授
業
と
し
て

い
る
。
調
査
後
に
自
動
車
、

航
空
機
、
半
導
体
製
造
に
お

け
る
Ｍ
Ｃ
な
ど
の
除
去
加
工

技
術
に
つ
い
て
、
写
真
付
き

の
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
課
題
と

し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
複
合
加
工

機
が
学
生
の
教
育
と
い
う
点

に
お
い
て
は
若
干
、
不
向
き

な
点
も
あ
る
。
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ

で
設
計
す
れ
ば
あ
ま
り
考
え

も
せ
ず
に
モ
ノ
が
で
き
て
し

ま
う
こ
と
で
あ
る
。
手
書
き

設
計
で
の
プ
ロ
の
感
覚
を
身

に
着
け
て
か
ら
、
２
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

／
Ｃ
Ａ
Ｅ
と
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
若
手
教
員
に
は
企

業
経
験
の
な
い
も
の
も
お

り
、
企
業
と
同
じ
工
作
機
械

で
も
企
業
の
求
め
る
品
質
、

コ
ス
ト
、
納
期
を
教
育
す
る

難
し
さ
や
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
設

計
す
れ
ば
公
差
な
ど
は
何
と

か
な
る
と
い
う
誤
解
も
多

い
。

　
ま
た
整
理
・
整
頓
・
清
掃

・
清
潔
・
し
つ
け
と
い
う
５

Ｓ
が
重
要
で
、
報
連
相
と
い

う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
も
の
づ
く
り
教
育
セ
ン

タ
ー
で
は
安
全
第
一
で
無
事

故
記
録
を
更
新
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
校
で
は
創

立
以
来

年
間
、
全
学
科
４

年
生
で
最
低
２
週
間
以
上
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就
業

体
験

が
必
修
科
目
・
卒
業

要
件
と
な
っ
て
い
る
。
延
べ

９
０
０
０
人
の
学
生
が
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い

る
の
は
全
国
一
と
自
負
し
て

い
る
。
延
べ
７
０
０
０
社
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
の
機
械
工
学
科
の

有
効
求
人
倍
率
は

倍
で
あ

り
、
こ
れ
ら
モ
ノ
づ
く
り
教

育
の
成
果
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
最
新
の
工

作
機
械
が
扱
え
る
優
れ
た
技

術
職
員
の
存
在
が
本
校
の
技

術
教
育
を
支
え
て
お
り
、
教

員
と
技
術
職
員
が
一
体
と
な

っ
た
連
携
教
育
を
行
っ
て
い

る
。

　
最
近
の
工
作
機
械
に
は
操

作
す
る
技
術
者
に
対
し
て
男

女
、
年
齢
、
体
格
、
使
用
言

語
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

等
し
く
使
い
や
す
い
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
高
専

は

歳
の
男
女
が
入
学
す
る

た
め
身
長
１
４
０

―
１
９

０

台
と
な
り
、
体
格
差

が
大
き
い
。
外
国
人
留
学
生

で
は
２

以
上
の
身
長
の
学

生
も
い
て
、
汎
用
旋
盤
で
は

目
の
高
さ
が
刃
物
台
の
位
置

に
近
く
な
る
学
生
や
、
機
械

に
合
わ
せ
る
た
め
に
背
中
を

曲
げ
て
痛
そ
う
な
学
生
が
い

る
。

　
同
様
に
Ｍ
Ｃ
の
操
作
盤
の

位
置
も
作
業
者
の
体
格
に
合

わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
外
国

人
に
と
っ
て
は
操
作
盤
の
表

記
一
つ
と
っ
て
も
、
文
字
中

心
で
例
え
英
語
表
記
が
あ
っ

て
も
分
か
り
に
く
い
こ
と
が

あ
る
。
操
作
盤
は
図
記
号
で

分
か
り
や
す
く
示
す
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
導
入
を
推
進
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。

　
そ
う
す
れ
ば
留
学
生
が
母

国
に
帰
国
し
た
際
に
、
単
な

る
文
字
ベ
ー
ス
の
操
作
か
ら

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
使
え
ば
よ

り
分
か
り
や
す
く
な
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
動
画
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム

簡
易
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン

を
採
用
す
れ
ば
、
外
国

人
へ
の
理
解
も
容
易
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

　　 ２０１４年 平成２６年 ８月２０日 水曜日 【広告特集】 （ ）


